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 鳥取県西部地震の直後，2000 年 10 月 9 日～15 日，震源から南東約 6km に位置する鵜ノ池（日野

町）において，T 字型小スパンアレイ観測を行った（第１図）。L22D（2Hz）３成分地震計を 50- 
100m スパンで道路沿いの 7 カ所に設置し，データロガーLS8000SH により 500Hz サンプリングでト

リガー収録した。 
 アレイデータのセンブランス解析の例を第２図に示す。震源方向から到来する波群（例えばX）が

幾つか，P コーダ中に見られる。震源－観測点間の構造による P-P，あるいは S-P 散乱波（変換波）

と考えられるが，見かけスローネスのバラツキが大きく，さらに解析を要する。また，この波群は余

震域北西部の地震に対して比較的よく認められる傾向がある。 
 アレイの１観測点データ（UN05）についてノーマルムーブアウト補正処理を行った（第３図）。矢

印に示すように余震域北西側において連続したphaseが見え，本震震源付近ではやや深くなっている。

反射点深度は仮定する S波速度により，13-16km の範囲で変化する。これは下部地殻上面付近からの

反射波の可能性がある。また，この phase は水平動成分に比べて上下動成分波形では見えにくい。 
 観測点UN01 について S波偏向異方性の解析を行った（第４図）。解析した 27 地震に対しては，速

い S波の振動方向は N102°±5°E であり，この地域の最大主圧力方向とほぼ一致する。これは，震源

域には広域応力場により形成されたクラックが卓越し，震源断層の走向（約 N150°E）に配列したフ

ラクチャが少ないことを示唆する。断層に平行なフラクチャが本震破壊に伴って生成されることは 
1995 年兵庫県南部地震では観測されており，今後，地震－観測点の組み合わせによる S 波偏向異方

性を詳細に検討する。 
（西上欽也・水野高志・田所敬一） 
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第１図 （左）鵜ノ池アレイの位置（□）。余震分布は大見（2000，私信）による再決定。（右）アレイの観測点配置（UN01-UNO7）。 

Fig.1 Left: Location of the Unoike array (open square) plotted in the relocated aftershock distribution (Ohmi, 2000, personal communication).  Right: 

Distribution of array stations, UN01-UN07. 
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第２図 センブランス解析の例。上から順に，上下動成分バンドパスフィルター波形（8-16Hz），セ

ンブランス最大値，その波群到来方向，および見かけスローネス値。 

Fig.2  An example of the semblance analysis.  Top to bottom: vertical-component seismograms after 

band-pass filtering (8-16 Hz), maximum value of the semblance, azimuth, and apparent slowness of 

the corresponding wave train. 
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第３図 ノーマルムーブアウト補正処理の例（UN05，東西成分）。中心周波数 10Hzのバンドパスフ

ィルターをかけ，幾何減衰と非弾性減衰（Q=400 を仮定）の補正を行った。トレースの並

びは震源位置の南北方向順（上が北）。 

Fig.3 An example of the normal moveout correction (UN05, EW-component).  Seismograms were 

band-pass filtered (fc=10 Hz) and amplitude correction of geometrical spreading and anelastic 

attenuation (Q=400) was made.  Traces are arranged from top to bottom in order of the latitude of 

hypocenters. 
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第４図 S波偏向異方性の解析結果。(a) 10Hzのローパスフィルターをかけた３成分波形。(b) S波部

分を拡大。(c) S波初動部の振動方向。 （右下）速い S波の振動方向の頻度分布。 

Fig.4  Result of S-wave splitting analysis.  (a) Seismograms after low-pass filtering (10 Hz).  (b) Initial 

part of S-waves.  (c) Particle motion of S-waves.  Lower right: Frequency distribution of directions 

of initial S-wave motion. 
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